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第 139 回 Brown Bag Lunch 報告書 
 
テーマ：NEPAD の現状と課題 
講 師：フィルミノ・ガブリエル・ムカベレ氏／NEPAD 事務局長 
日 時：2006 年 3 月 3 日（金） 12:30-14:00 
 
フィルミノ・ガブリエル・ムカベレ NEPAD 事務局長より、NEPAD の現状と課題につ

き、ご講話いただいた。講話の要点は以下のとおりであった。 
 
1. イントロダクション 

 NEPAD とは、アフリカ人によって開発された、アフリカの持続的開発の促進を目

的とした、アフリカ諸国間のパートナーシップに基づく、アフリカ連合のプログ

ラムである。 
 NEPAD の主義とメッセージは次の 12 つである。①アフリカのオーナーシップと

責任、②民主主義と人権の保護と促進、③良い政治的・経済的ガバナンス及びコ

ーポレートガバナンスの促進、④自立と援助依存の軽減、⑤社会経済開発を実行

する自信、⑥民間セクターの強化、⑦人間中心の開発、⑧ジェンダー平等の促進、

⑨各国のステイクホルダー、他のアフリカ諸国、国際コミュニティとのパートナ

ーシップの促進、⑩国際組織におけるアフリカの発言力の強化、⑪説明責任を果

たすことのできるリーダーシップ、⑫行動重視のパートナーシップ。 

 NEPAD のフレームワークは次の 3 つの部分からなる。①平和、安全、グッドガバ

ナンスの必要条件、②農業、食糧安全保障、貿易、市場アクセス、インフラ開発

等の優先セクター、保健、教育等の人間開発、科学技術、文化、環境、ツーリズ

ム、③資源の動員。 
 アフリカの開発への取り組みに関して、2001年から 2005年の間に得た教訓には、

次のようなものがある。①プログラムの概念化、計画、実施、モニタリング、評

価を効果的・効率的に行うために、制度上の能力を強化する、②NEPAD の優先事

項、価値観、主義を国家開発計画に統合する、③アフリカ諸国内及びアフリカの

開発パートナーとのパートナーシップを強化する、④開発のための、国内の金融

資産・人的資源を増やし、活用する。 
 
2. NEPAD の現状 

 キャパシティビルディングについて、アフリカ・キャパシティビルディング・フ

ァンデーションの協力の下、NEPAD を実施するために、NEPAD 事務局と地域経

済委員会（Regional Economic Communities: RECs）の制度上の能力を強化して

いる。 
 インフラについて、アフリカ開発銀行は、インフラプロジェクト実施促進のため
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の資金を増額するというコミットメントを再確認した。 
 インドは NEPAD のプログラムとプロジェクトを支援するために、2 億 US ドルの

クレジットラインを開設した。 
 情報通信技術（ICT）について、東アフリカ海底ケーブルシステム（EASSy）が

実施されている。このケーブルシステムは、南アフリカのムツンジニとスーダン

の港を繋いでおり、その距離は約 9,900km になる。 
 NEPAD e-スクール・イニシアティブが開始した。現在参加しているのは、ガーナ、

セネガル、ウガンダ、レソト、ケニヤ、ルワンダ、南アフリカ、モザンビークで

ある。 
 農業と食糧安全保障について、アフリカは依然として食糧供給が不安定である。

アフリカ諸国は食糧の生産量や生産性が高まるように努力しているが、過去 2 年

間においては、人口増加率が食糧生産増加率を上回り、飢餓人口は 1 億 7,600 万

人から 2 億 1,000 万人に増加した。 
 世界銀行の GEF（地球環境ファシリティー）は、アフリカ諸国に対して今後 4 年

間、持続的な土地管理への投資としてグラントを配分する。合計 70 万 US ドルの

グラントがすでに承認され、NEPAD 事務局と FAO がアフリカ諸国と協力して、

その資金を活用することになっている。 
 栄養向上のためのグローバル同盟（Global Alliance for Improved Nutrition: 

GAIN）との協力の下、NEPAD は現在、8 ヶ国で食物の栄養価を強化するイニシ

アティブを支援している。2015 年までに、少なくとも 30 ヶ国が GAIN の栄養価

強化のためのグラントを受け取ると考えられる。 
 アフリカ開発銀行は、7 つの西アフリカ諸国におけるネリカ米開発プロジェクトに、

合計 3,350 万 US ドルを拠出することを承認した。ネリカ米の生産を、中央アフリ

カ、東アフリカ、南アフリカにも拡大するための協議が、NEPAD、WARDA、JICA
の間で進行中である。 

 ガバナンスと行政について、アフリカマネジメント開発研究所ネットワークが、

2005 年 8 月に開始した。このネットワークの設立は、複数のアフリカマネジメン

ト開発研究所（MDIs）が、集団で公的セクター改革に対応するために、重要なス

テップとなる。また、このネットワークは、公的セクターやガバナンスの改革に

おいて、MDIs が開発パートナーに効果的に対応するための能力を強化すると考え

られる。 
 
3. NEPAD の課題 

 NEPAD の課題は、行動重視のパートナーシップを通じて、アフリカの民間セクタ

ーを強化し、ガバナンスと法の支配を改善すること、また、経済成長を促進し、

アフリカの人々の福祉を向上させることである。 


